地区イベントが人的関係と空間に与える影響に関する研究 : 北京市白塔寺地区を対象地区として by 劉 夢晗
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   ３−２−１ 更新された事例 
   ３−２−２ 更新中事例 












４−３ 地区全体イベント「白塔寺分会場北京国際設計週」（白塔寺 DW） 
   ４−３−１ 「北京国際設計週」イベントの概要 
   ４−３−２ 白塔寺 DW の実態 
        ４−３−２−１ 2015 年白塔寺 DW 
        ４−３−２−２ 2016 年白塔寺 DW 
        ４−３−２−３ 2017 年白塔寺 DW 
        ４−３−２−４ 2018 年白塔寺 DW 
        ４−３−２−５ 2015 年白塔寺 DW から 2018 年白塔寺 DW 
   ４−３−３ 白塔寺 DW に関わる人的関係 
        ４−３−３−１ 実施団体に対するヒアリング調査 
        ４−３−３−２ 協力開催団体に対するアンケート調査 
        ４−３−３−３ 来場者に対するアンケート調査 
   ４−３−４ 白塔寺 DW に関わる空間 
４−４ デザインコンペ 
４−４−１ 2016 白塔寺院落更新国際方案徴集「北京小院児的重生」コンペ 













５−２ 社区文化活動空間  
   ５−２−１ 青塔胡同「青塔胡同 41 号書香社区文化活動空間」 
   ５−２−２ 東岔胡同「白塔寺会客庁」 
   ５−２−３ 趙登禹路「活力社区マラソン計劃」 
５−３ 社区文化活動空間における地区住民イベント  
   ５−３−１ 社区文化活動空間の運営主体について 
   ５−３−２ 社区文化活動空間における日常的なイベント 



















































2011 年から年に１回北京で「北京国際設計週」、2012 年から年に 1 回上海で「上海設計之都活動











































































































































































	 春日和俊ら（2012）は、あいちトリエンナーレ 2010 長者町会場を事例とした。その中で、基準
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図２−２	 北京の都市空間の構成	 	 図２−３	 中心城区	














は 957 ヘクタールあり、老城の範囲内にある文物保護単位を含んで、敷地面積は 2300 ヘクタール
に至り、老城の総面積の 37％がある。2002 年に、北京市が第二次指定で 15 箇所の歴史文化保護区
を追加した。2004 年に、北京市は「北京第二批 15 片歴史文化保護区保護規劃」（北京市における

















塔寺地区の人口については、戸籍人口が約 1.6 万人、常住人口が約 1.3 万人である。白塔寺地区に
おける高齢者の人数は白塔寺地区の総人口の約 19％にのぼり、外来流動人口は約 50％を超える。
土地利用については、2016 年に合計 807 個の院落門標があり、居住用地は 60％、商業用地は 6％、
各種類の公共服務施設は 12％を占め、白塔寺地区の院落の平均容積率は 79％、平房容積率は約 68％























れている。「北京規劃（2004）」によると、2020 年までに北京市内の中心城区の人口を 650 万人か




























1993 年　「北京都市建設マスタープラン（1991 年－2010 年）」
　文化財、歴史文化保護区、歴史文化名城という三層保護体系や保護方針の提出
2005 年　「北京都市建設マスタープラン（2004 年－2020 年）」
　　　　　北京第３次指定３歴史文化保護区の名簿の提出























2002 年　「北京旧城 25 歴史文化保護区保護計画」
2002 年　「北京歴史文化名城保護計画」














２—４ 白塔寺地区における「白塔寺再生計劃（BAITASI REMADE PROJECT）」 
	 	 2013 年に株式会社 H が成立し、株式会社 H は主導的に白塔寺地区の再開発事業を実施してき











1032 世帯が株式会社 H と契約した。2018 年 1 月 20 日までに合計 93 箇所の院落の住民はほかの地
区に移住した。②地区の空間を更新することで、地区における点としての幾つかの建築・院落が更















1. 2005「北京城市総体計劃（2004 年-2020 年）」（最終閲覧日 2017 年 11 月 17 日）	
2. 北 京 市 規 劃 和 国 土 資 源 管 理 委 員 会 （ 城 郷 規 劃 ） ホ ー ム ペ ー ジ
http://www.bjghw.gov.cn/web/ztgh/ztgh000.html	、2017「北京城市総体計劃（2016 年-2035
年）」（最終閲覧日 2018 年 11 月 28 日）	














   ３−２−１ 更新された事例 
   ３−２−２ 更新中事例 
















	 2017 年 8 月〜10 月と 2018 年 8 月〜10 月に白塔寺地区に対する現地調査を行った。株式会社 H
が成立した 2013 年 2 月から 2018 年 10 月まで、白塔寺地区において 34 件の建築・院落更新事例が
報告されている。34 件の建築・院落更新事例の内訳は、27 箇所の建築・院落が更新済であり、７
箇所の建築・院落が更新中である。図３−１に、34 件の建築・院落更新事例の分布と用途分類を示
す（別紙 A３)。34 件のうち、20 件について、更新以前の情報が得られた。更新以前の施設用途に
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2. 商業施設の場合、２件は株式会社 H と街道（行政）が更新主体、運営団体が企業・自営業
者である。	
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4. 住宅の場合、1 件は株式会社 H が更新主体で更新を行い、企業・自営業者が運営団体とな
り、場所を運営している。	



























































あり、事例 28 はデザインコンペのみにより利用され、ほかの６件は 2018 年「白塔寺分会場北京国
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図３−９	 更新主体の割合	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図３−１０	 更新背景の割合	
         	
図３−１１	 施設用途別割合	 	 	 	 	 	 	 図３−１２	 イベントによる利用状況の割合	
O nWX < yt5; ©S5;E° ytx v¥¨ v¥¨E° XL*0'F
1  ○ 81S 81S § SU;6In 6Iv¥ 
2  ○ 81S 81S § /"',0 Rv¥ ▲
3  ○ 81S 81S § TP®e)h ev¥1Rv¥ 
4  ○ ~k9H 81S 6  (" :b 
5  ○ 81S 81S § 0%-!0'±³e´ ev¥ 
6  ○ ~k9H 81S 6 ? #0$2³`>[´ Rv¥ 
7  ○ ~k9H 81S 6 AVz±³`>[´ Rv¥ 
8  ○ ~k9H ~k9H 6  ±³i´ sJv¥ 
9  ○ ~k9H ~k9H 6 g: :b 
10  × 81S 81S M@ SU;6In 6Iv¥ 
11  ○ 81S 81S § LsJH¬ sJv¥ 
12  ○ 9U; 9U; § i£9Y U;6Id 6Iv¥1sJv¥ 
13  ○ ~k9H ~k9H 6 XL*0' sJv¥ 
14  ○ 81S 81S M@ }h Rv¥ 
15 \Q³\Q´ ○ ~k9HµU; ^a M@ TP®yt+&.2";² ¦²1v¥ 
16 fNQ³fQ´ ○ 81S 81S § g: :b 
17 flKQ ○ 81S 81S § g: :b 
18 ­mC^¡³­m«C^¡´ × 81S 81S M@ "'(")h ev¥1Rv¥ 
19 ­mC^¡³­m«C^¡´ ○ ~k9H ~k9H 6 ~k9H6In 6Iv¥ 
20 ­mC^¡³­m«C^¡´ ○ ~k9H ~k9H 6 i sJv¥ 
21 ­mC^¡³­m«C^¡´ ○ 81S 81S M@ {h Rv¥ 
22 ­mC^¡³­m«C^¡´ ○ 81S 81S M@ Bh Rv¥ 
23 ¯ZQ ○ ~k9H 9U; 6 LsJH¬ sJv¥ 
24 ¯ZQ × XL: XL: : g: :b 
25 	
 ○ 81S 81S § TP®e)h ev¥1Rv¥ 
26 	
 × 81S 81S M@ SU;6In 6Iv¥ 
27 ­mC^¡³­m«C^¡´ × ¡ª³r´ 81S ¤ h Rv¥ ▲
O nWX < yt5; ©S5; ytx v¥¨³¤´ v¥¨E°³¤¨ X´L*0'F
28 ¯ZQ ○ ~k9H |c § 6I 6Iv¥ 
29 GpoQ ○ ~k9H |c § 6I 6Iv¥ 
30  ○ ~k9HµU; |c § LsJH¬ sJv¥ 
31 ¢	ªQ³¢_ªQ´ ○ ~k9H |c 6 g: :b 
32  ○ ~k9H |c § R Rv¥ 
33  ○ ~k9H |c § R Rv¥ 


































































	 建築・院落の使用権と更新主体により図３−１３のように 34 件更新事例を７種類に分類する。表












	 パターン１は、株式会社 Hは更新主体として、建築・院落の更新を実施する。株式会社 Hは白塔







































































































































	 A グループ（パターン１からパターン４）は株式会社 Hは「騰退」事業で、地区の地区住民をほ
かの地域に移住させて、建築・院落の使用権を得る。その結果、Aグループは地区住民の人数が減
少し、地区外から来る建築・院落更新主体や運営団体が昔の住民に変わり、地区内の人の構成が変
化することがわかった。34 件の建築・院落更新事例の中、Aグループは 29 件あり、85％を占める。 
 























































































３−５ 小括  
	 本章では、ハード面事業の建築・院落更新事例が人的関係と空間に与える影響を明らかにするた


































４−３ 地区全体イベント「白塔寺分会場北京国際設計週」（白塔寺 DW） 
   ４−３−１ 「北京国際設計週」イベントの概要 
   ４−３−２ 白塔寺 DW の実態 
        ４−３−２−１ 2015 年白塔寺 DW 
        ４−３−２−２ 2016 年白塔寺 DW 
        ４−３−２−３ 2017 年白塔寺 DW 
        ４−３−２−４ 2018 年白塔寺 DW 
        ４−３−２−５ 2015 年白塔寺 DW から 2018 年白塔寺 DW 
   ４−３−３ 白塔寺 DW に関わる人的関係 
        ４−３−３−１ 実施団体に対するヒアリング調査 
        ４−３−３−２ 協力開催団体に対するアンケート調査 
        ４−３−３−３ 来場者に対するアンケート調査 



















イベントを対象に、白塔寺 DW の実態を把握する。2017 年と 2018 年の実施団体に対するヒアリン
グ調査と 2018 年の協力開催団体と来場者に対するアンケート調査、イベント開催場所の分析を行
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































トが短期間に開催される。第１回目は 2009 年に「2009 北京国際世界設計大会」がきっかけで中国
国家教育部、文化部と北京市政府からの承認を受け、北京で開催された。2011 年から DW が年ごと
一回に毎年の 9 月下旬から 10 月上旬までにおいて開催され、中国国家文化部と北京市政府によっ
て北京歌華文化発展集団と北京工業設計促進中心が実施主体に指定されている。2012 年に北京市
が UNESCO に「設計之都」（設計の都市）と名づけられ、DW は最初に開催された大規模なデザイン
系イベントである。2015 年に、中国の国務院の特別認定を受け、中国の首都北京で最も重要な国際
的文化活動になった。2018 年まで DW は７回開催され、唯一の国家レベルの設計活動である。2018
年 DW の分会場は北京市に限らず、天津において一つあり、河北省において二つあり、合計 49 に至
った。（参考文献：１、２、３） 
 
４−３−２ 白塔寺 DW の実態 
	 白塔寺地区は第５回 2015 年 DW 開催時に DW の一つの会場となり、2015 年より白塔寺地区で株式
会社 Hが主導的に白塔寺 DW を毎年一回開催している。白塔寺 DW は白塔寺地区における初めての全
体地区範囲で開催されているイベントである。2015 年から 2018 年まで毎年白塔寺 DW のテーマが
違い、４年間開催されてきた。しかし、株式会社 Hは 2018 年から 2020 年まで３年間で「暖城行動」






















４−３−２−１ 2015 年白塔寺 DW 
	 2015 年白塔寺 DW の概要を表４−２に示す。2015 年白塔寺 DW のテーマは「連接与共生」（連接と
共生）であり、開催期間は 2015 年 9 月 24 日から 10 月 7日まで 14 日間である。株式会社 Hの内部
資料「2015 年白塔寺 DW に関する工作総結書」により 2015 年白塔寺 DW は白塔寺地区の 22 箇所に
おけるイベントが企画され、55 展示展覧活動、31 回講座・フォーラムなど、合計 89 イベントが実
施された。22 箇所利用された場所の中で、建築・院落が利用された場合は 20 箇所あり、公開空地・
道路空間が利用された場合は 2箇所ある。2015 年白塔寺 DW により利用された場所の分布と開催さ
れた活動の分類を、図４−１に示す。 
 
表４−２	 2015 年白塔寺 DW の概要 
主催団体 株式会社 H 
実施団体 株式会社 G 





4. 白塔寺 DW のきっかけで、住民の生活の質を改善する	
5. 白塔寺 DW の影響を受け、良い企業を誘致する	
 





示する。宮門口四条 24 号は白塔寺地区において株式会社 H が更新主体として建築・院落の更新を


































































	 2015 年白塔寺 DW の開会式会場は白塔寺地区における有名な記念博物館「魯迅博物館」であ












2015 年白塔寺 DW を実施した。まず、株式会社 Hは主催団体として、会社が管理しており利用して
ない建築・院落のリストを作成し、実施団体に提供する。また、地区において更新された建築を公




年白塔寺 DW の際にイベントを実施する。2015 年白塔寺 DW の協力開催団体は大学団体もあり、地










４−３−２−２ 2016 年白塔寺 DW 
	 第２回目 2016 年白塔寺 DW の概要を表４−３に示す。2016 年白塔寺 DW のテーマは「城市研習・
共享未来」（城市を研究し、城市を勉強し、未来を共有する）であり、開催期間は 2016 年 9 月 23
日から 10 月 7日までの 15 日間である。株式会社 Hの内部資料「2016 年白塔寺 DW に関する工作総
結書」により 2016 年白塔寺 DW は白塔寺地区の 28 箇所におけるイベントが企画され、51 展示展覧
活動、16 回講座・フォーラムなど、合計 85 イベントが実施された。28 箇所利用された場所の中で、
建築・院落が利用された場合は 24 箇所があり、公開空地・道路空間が利用された場合は４箇所が
ある。2016 年白塔寺 DW により利用された場所の分布と開催された活動の分類を、図４−３に示す。 
 
表４−３	 2016 年白塔寺 DW の概要 
主催団体 株式会社 H 
実施団体 株式会社 Z 




3. 白塔寺 DW をきっかけに、住民の生活の質を改善する	
4. 白塔寺 DW の影響を受け、良い企業を誘致する	
 
	 2016 年白塔寺 DW により利用された場所の中で、4 箇所は更新された建築・院落が利用された、
６番「青塔胡同」と 16 番「東夾道」、22 番「阜成門内大街」、32 番「東夾道」である。６番青塔
胡同は 2015 年 11 月に社区文化活動空間として開所され、2016 年白塔寺 DW の時に社区文化活動空
間の運営団体がイベントを計画し、開催した。16 番東夾道は 2016 年 6 月に民間企業が運営団体と
して建築・院落を更新した。2016 年白塔寺 DW の時に運営団体が 16 番東夾道における商業をアピ
ールするため、四合院の更新モデルケースを公開し、イベントを実施した。32 番東夾道は同様に運














































































実施団体は株式会社 Z である。しかし、2016 年度から株式会社 H は魯迅博物館の運営団体を依頼
するだけではなく、地区内団体にも依頼した。地区内団体は白塔寺地区における場所を運営する団









４−３−２−３ 2017 年白塔寺 DW 
	 第３回目 2017 年白塔寺 DW の概要を表４−４に示す。2017 年白塔寺 DW のテーマは「新隣里関係」
（新近隣所関係）であり、開催期間は 2017 年 9 月 22 日から 10 月 7日までの 16 日間である。株式
会社 Hの内部資料「2017 年白塔寺 DW に関する工作総結書」により 2017 年白塔寺 DW は白塔寺地区
の 35 箇所におけるイベントが企画され、72 の展示展覧活動、35 回の講座・フォーラムなど、合計
139 イベントが実施された。35 箇所の利用された場所の中で、建築・院落が利用された場所は 33
箇所あり、公開空地・道路空間が利用された場所は２箇所ある。2017 年白塔寺 DW により利用され
た場所の分布と開催された活動の分類を図４−５に示す。 
 
表４−４	 2017 年白塔寺 DW の概要 
主催団体 株式会社 H 
実施団体 雑誌出版社 WA 






	 2017 年白塔寺 DW により利用された場所の中で、更新された建築・院落が利用された場合が 2015
年と 2016 年に比べ多数増え、６番「青塔胡同」、10 番「宮門口四条」、27 番「宮門口四条」、36
番「宮門口四条」、37 番「宮門口四条」、47 番「小弓匠胡同」、44 番「福綏靖」、46 番「小茶葉
胡同」、14 番「宮門口菜市場」、11 番「宮門口東岔」、39 番「宮門口東岔」、34 番「阜成門内大
街」、の 12 箇所に至る。その中で、６番「青塔胡同」と 27 番「宮門口四条」、10 番「宮門口四
条」、14 番「宮門口菜市場」、34 番「阜成門内大街」、11 番「宮門口東岔」、の 6箇所は建築・




































































































	 2017 年白塔寺 DW の実施経緯を図４−６に示す。2017 年度は株式会社 Hと雑誌出版社 WA が契約し
て、2017 年白塔寺 DW を実施した。雑誌出版社 WA は第１回目 2015 年白塔寺 DW からずっと白塔寺
地区における一つの場所を利用して、イベントを開催してきた。2017 年白塔寺 DW の実施経緯はほ






	 2017 年白塔寺 DW は雑誌出版社 WA が実施団体として初めて規模がこれほど大きいイベントを計
画して、実施した。協力開催団体に限らず、実施団体も幾つかの建築・院落を、イベントにより活
用した。例えば、魯迅博物館で実施団体は珍しい本を展示した；宮門口菜市場を更新し、そこで様々









４−３−２−４ 2018 年白塔寺 DW 
	 第４回目 2018 年白塔寺 DW の概要を表４−５に示す。2018 年白塔寺 DW のテーマは「暖城行動」
（城市を暖める行動）であり、開催期間は 2018 年 9 月 26 日から 10 月 7 日までの 12 日間である。
株式会社 Hの内部資料「2018 年白塔寺 DW に関する工作総結書」により 2018 年白塔寺 DW は白塔寺
地区の 39 箇所における活動が企画され、80 の展示展覧活動、52 回の講座・フォーラムなど、合計
143 イベントが実施された。39 箇所利用された場所はすべて建築・院落が利用された。2018 年白塔
寺 DW により利用された場所の分布と開催された活動の分類を、図４−７に示す。 
 
表４−５	 2018 年白塔寺 DW の概要 
主催団体 株式会社 H 
実施団体 雑誌出版社 WA 







	 2018 年白塔寺 DW により利用された場所の中で、14 箇所は更新された建築・院落が利用された。
その中で、６番「青塔胡同」と 28 番「宮門口四条」、10 番「宮門口四条」、11 番「宮門口東岔」、
12 番「宮門口西岔」、13 番「宮門口西岔」、７番「宮門口頭条」、56 番「宮門口東西岔」、14 番
「宮門口菜市場」、49 番「阜成門内大街」、の 10 箇所は建築・院落の空間内でイベントが開催さ
れた。51 番「青塔胡同」は住民が自発的に建築・院落の更新を行うため、住民更新事例として来場













































































































	 2018 年白塔寺 DW の実施経緯を図４−８に示す。2018 年度も株式会社 Hと雑誌出版社 WA が契約し
て、2018 年白塔寺 DW を実施した。2018 年白塔寺 DW は魯迅博物館を利用してなかった。2018 年白
塔寺 DW はイベントが開催された 39 箇所の中で、８箇所は地区内団体が日常運営している場所を提
供し、イベントを開催した。８箇所の中で、３箇所は場所における日常的な運営主体が雑誌出版社










４−３−２−５ 2015 年白塔寺 DW から 2018 年白塔寺 DW 
	 表４−６に 2015 年から 2018 年白塔寺 DW の来場者人数を示す。2018 年白塔寺 DW の来場者人数デ
ータは無い。2015 年第１回白塔寺 DW が開催された時の来場者は合計 44567 人に至り、2016 年白塔
寺 DW が開催された時に来場者が一番多くて、51094 人に至った。2017 年白塔寺 DW の来場者人数が
2016 年より少し減って、50389 人が白塔寺 DW に来た。2015 年白塔寺 DW から 2017 年白塔寺 DW ま
での開催期間における毎日の来場者の人数データを、図４−９に示す。2015 年白塔寺 DW は開催第 1
回目のため、開催開始日から白塔寺地区の向こう側における「金融街」街区で白塔寺 DW をアピー
ルした。開催 9日目に白塔寺 DW の来場者が急増した。 
 
表４−６	 2015 年〜2017 年白塔寺 DW の来場者 
 
2015 年来場者人数 2016 年来場者人数 2017 年来場者人数 2018 年来場者人数 
合計 44567 51094 50389 
 
＊株式会社 Hの資料より作成、2018 年来場者人数が無い 
 
 










































































































４−３−３ 白塔寺 DW に関わる人的関係 









	 白塔寺 DW の実施経緯や実施方法を把握し、白塔寺 DW が地区に与える影響を明らかにするため、
ヒアリング調査を行った。ヒアリング調査対象は 2017 年と 2018 年白塔寺 DW の実施団体とした雑
誌出版社 WA である。ヒアリング調査の概要を表４−７に示す。 
 
表４−７	 ヒアリング調査概要 
調査対象 Y 氏 
調査対象属性 2017 年と 2018 年白塔寺 DW の実施団体とした雑誌出版社 WA の実施リーダー 
調査実施日 第１回：2017 年 12 月 5日 第２回：2018 年 12 月 3日 
質問項目 1. 白塔寺DWにおけるイベント開催
開始時期	
2. 2017 年白塔寺 DW のテーマにつ
いての理解	
3. 2017 年白塔寺 DW の経緯	
4. 協力開催団体の選定	
5. 2017 年白塔寺 DW 実施時に問題
点	
6. 白塔寺 DW の特徴	
7. 2017 年白塔寺 DW における特徴
的なイベントの内容	
8. 白塔寺 DW が地区住民との関係	
9. 白塔寺 DW が地区への影響	
1. 2018 年白塔寺 DW のテーマについて
の理解	
2. 2018 年白塔寺 DW の経緯	
3. 協力開催団体の選定	
4. 白塔寺 DW イベントの制限	
5. 2018 年白塔寺 DW 実施時に問題点	
6. 2018 年白塔寺 DW における特徴的な
イベントの内容	
7. 白塔寺 DW が地区住民との関係	




1. 実施団体とした雑誌出版社 WA について： 
	 表４−８に雑誌出版社 WA が白塔寺 DW との関係を示す。雑誌出版社 WA は第１回 2015 年白塔寺 DW
が開催される時に「白塔寺再生論壇」というイベントを実施した。国内外において「旧城更新」分
野に関する関心がある専門家が集まり、一日限りのフォーラムを実施した。2016 年度、雑誌出版社
WA は 2016 白塔寺院落更新国際方案徴集「北京小院児的重生」コンペを計画し、2016 年白塔寺 DW
時に公開審査会を実施した。2017 年、雑誌出版社 WA は 2017 年白塔寺 DW の実施団体として白塔寺
DW を計画、開催した。同時に、2017 白塔寺国際方案徴集「設計市集」コンペを計画し、2017 年白
塔寺 DW 時に公開審査会を実施した。2018 年、雑誌出版社 WA は 2018 年白塔寺 DW の実施団体とし
て白塔寺 DW だけを計画、開催した。 
 
表４−８	 白塔寺 DW との関係 
 
2015 年白塔寺 DW 2016 年白塔寺 DW 2017 年白塔寺 DW 2018 年白塔寺 DW 












2. 白塔寺 DW のテーマについて： 




	 2018 年白塔寺 DW のテーマは「暖城行動」である。株式会社 Hが地区の再開発事業を実施する主
体として地区を管理しており、今年は政府の政策により再開発などのハード面から地区住民の生活
などのソフト面へ注目している。2018 年白塔寺 DW のテーマはその背景で提出した。今年は以前よ
り地区住民の参加度が高く、雑誌出版社 WA は実施団体として 2018 年白塔寺 DW を実施したが、白
塔寺会客庁を運営している団体は主に地区住民に関係のあるイベントを計画し、実施した。 
 
3. 白塔寺 DW の実施経緯について： 
	 2017 年と 2018 年白塔寺 DW で雑誌出版社 WA が実施団体として実施した経緯はほぼ同様であり、







望場所を雑誌出版社 WA に提出し、雑誌出版社 WA が全体的にイベント開催場所を調整する。2018 年
は白塔寺会客庁を運営している団体が主に地区住民に関係あるイベントを計画、実施するため、実
施団体とした雑誌出版社 WA は白塔寺会客庁を運営している団体と長期間にわたり交渉した。 
 
 
図４−１０	 2017 年と 2018 年白塔寺 DW 実施団体の実施経緯 
 
4. 協力開催団体の選定について： 
	 協力開催団体の選定については、実施団体とした雑誌出版社 WA は①白塔寺 DW に参加したことが
ある団体に依頼する、②ネットで白塔寺 DW の協力開催団体についての募集情報を公開する、の二
つ手法で協力開催団体になる希望団体（以降希望団体）を集めた。希望団体はイベントの計画案を

















6. 白塔寺 DW の特徴と特徴的なイベントについて： 
	 白塔寺 DW は白塔寺地区の全体における場所を利用しているため、イベント開催場所が分散して








7. 実施団体とした雑誌出版社 WA が地区住民との関係について： 
	 雑誌出版社 WA は 2017 年白塔寺 DW を実施する時に地区住民向けのイベントを計画し、街道（行
政）がサポートしてくれ、部分の地区住民が参加した。地区住民は白塔寺 DW に対して許容し、ま
すます理解してきた。2018 年白塔寺 DW は、多数の地区住民に関係のあるイベントを計画し、地区












1. 白塔寺地区は居住エリアのため、白塔寺 DW のテーマとイベント内容は地区住民との関係が深
い。白塔寺 DW の展開により、地区住民の参加程度が深くなる。	
2017 年白塔寺 DW は地区住民に向けるイベントを実施し、一部の地区住民も参加した。2018 年
白塔寺 DW において複数のイベント項目は地区住民が一緒に計画し、実施した。 
 






















	 協力開催団体とは、白塔寺 DW における一つの場所でイベントを計画、具体的に実施する団体で
ある。アンケート調査により白塔寺 DW の協力開催団体の情報と特徴の把握を試みる。対象は 2018






団体である。白塔寺 DW のイベント協力開催団体の募集情報の出所については、白塔寺 DW の主催団
体の招致に関わる場合が多い、「ほか」は団体が主動的に主催団体や実施団体に連絡した（図４−
１２）。協力開催団体が白塔寺 DW に参加した年度については、2017 年白塔寺 DW にも参加した団




























図４−１３	 イベントの目的（n=79)					        


























   





























































































	 アンケート調査により白塔寺 DW の来場者の情報と特徴の把握を試みる。対象は 2018 年白塔寺
DW の来場者である。筆者は 2018 年白塔寺 DW の各主題の案内ツアーを計画し、主催団体の「白塔
寺再生計劃」という WECHAT ウェチャット)の公衆号と実施契約団体の WECHAT の公衆号で来場者を
募集し、2018 年 10 月 1日〜10 月 6日に 1日２回実施した。アンケート調査の実施方法はツアーの
参加者と 2018 年白塔寺 DW 時の案内場にきた来場者にアンケート調査の内容を伝え、話を伺いなが
ら、アンケートを完成してもらうというものである。回収数は 142 部である。アンケートの質問内
容は主に来場者の年齢と役割、地区活動や白塔寺 DW の参加状況、地区活動による地区の変化、白
塔寺 DW に対する印象についてである。 
 
	 来場者の構成については、地区住民、協力開催団体メンバー、来訪者（地区以外の市民）、ボラ
ンティアであり、地区住民が 25.4％、協力開催団体メンバーが 14％、来訪者が 44％、ボランティ
アが 16％に至る（図４−１８）。また、来場者の年齢層については 20 歳以下と 21−25 歳の若い人が




































	 白塔寺 DW の参加頻度については、2018 年白塔寺 DW だけに参加した人が多く、2015 年〜2018 年











































図４−２３	 地区イベントによる地区の変化（n=556)	 	  
 




図４−２４	 白塔寺 DW に対する印象（n=140) 
 



































• 白塔寺地区の公共建築空間の知識を市民に普及して欲しい。白塔寺 DW の時、地区内の遊覧
経路をもっと明確にしたほうがよい。また、白塔寺 DW の PR について、もう少し改善する
ことを希望する。 
• 白塔寺地区の中には、魯迅博物館があり、歴史的な寺院－白塔寺がある。そのメリットを














４−３−４ 白塔寺 DW に関わる空間 
	 2015 年から 2018 年まで白塔寺 DW のイベント開催場所を、表４−９に示す。2015 年白塔寺 DW に
より利用された公開空地・道路空間は２箇所であり、2016 年白塔寺 DW により利用された公開空地・
道路空間は４箇所であり、2017 年白塔寺 DWにより利用された公開空地・道路空間は２箇所であり、





 表４−１０に 2015 年から 2018 年白塔寺 DW が開催された４年間において利用された建築・院落を
示す。「白塔寺 DW により利用された建築や院落一覧」表の中で、「◎」を書いている場所は更新
された建築・院落であり、「△」を書いている場所は日常的な運営団体がいる建築・院落である。
2015 年白塔寺 DW により利用された建築・院落の中で、２箇所は更新された建築・院落が利用され
た。2016 年は３箇所であり、2017 年は１２箇所であり、2018 年は１７箇所である。2015 年白塔寺
DW により利用された建築・院落の中で、２箇所は日常的な運営団体がいる。2016 年は６箇所であ









表４−１１	 白塔寺 DW による利用回数ごとの場所数の割合 
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白塔寺 DW により利用された建築・院落の情報により以下のことがわかった。 
1. 白塔寺 DW のイベント開催場所は分散化している。	
2015 年から 2018 年白塔寺 DW のマップを見ると、イベント開催場所は白塔寺地区の全体範
囲で分散していることがわかった。 
 
2. 多様な運営主体が白塔寺 DW に参加するため、運営場所ごとにイベントを計画し、開催する。
白塔寺 DW の展開により、白塔寺地区内の運営主体の参加程度が深くなる。	
株式会社 H は白塔寺地区の再開発事業主体として主導的に白塔寺 DW を開催しているため、
その４年間で白塔寺 DW により利用された場所は主に株式会社 H が場所の使用権を持ってい
る。しかし、４年間で白塔寺 DW により利用された場所の日常的な運営主体（以降運営主体）
を着目すると、多様な運営主体が白塔寺 DW に参加していることが分かった。 
l 2015 年白塔寺 DW により利用された場所の中で、２箇所の運営主体は株式会社 Hではなか
った。１箇所の運営主体は博物館 Lであり；１箇所は民間企業である。	
l 2016 年白塔寺 DW により利用された場所の中で、2015 年と比べて、白塔寺 DW に参加する
運営主体が６箇所増え、１箇所減った。６箇所のうち、５箇所は民間企業であり、１箇所
は社会組織が日常的な運営を行っており、2016 年白塔寺 DW 時にそこでイベントを開催し
た。	
l 2017 年白塔寺 DW により利用された場所の中で、2016 年と比べ、運営主体が８箇所増え、
４箇所減った。８箇所のうち、５箇所は民間企業であり、１箇所は株式会社 Hであり、１
箇所は非営利団体としての芸術団体であり、１箇所は大学である。	
l 2018 年白塔寺 DW では、2017 年と比べて運営主体が４箇所増え、６箇所減った。４箇所
のうち、３箇所は民間企業であり、１箇所は地区住民である。	
 
3. 日常的な運営団体が株式会社 Hではない場合、白塔寺 DW に参加する持続性がない。	
「持続性がある」ということは２回以上白塔寺 DW に参加することである。２回以上白塔寺
DW で利用された場所は 29 箇所ある。29 箇所の内訳は、20 箇所は株式会社 H が場所の使用権
を持っており、白塔寺 DW による場所を利用した；１箇所は魯迅博物館であり、株式会社 Hは
魯迅博物館の管理団体に依頼し、場所を借りて、イベントを開催した；２箇所の運営団体は民






民間企業が運営団体として白塔寺 DW で利用した場所は 25 番「宮門口二条」と 39 番「宮門
口東岔」の２箇所である。宮門口二条は 2016 年と 2017 年白塔寺 DW により利用された。しか
し、宮門口二条は 2016 年 8 月から建築・院落の更新が始まり、2018 年 1 月に竣工された。つ
まり、宮門口二条の運営団体は建築・院落の更新が終わってゲストハウスとして商業を行って
から、白塔寺 DW に参加しなくなった。宮門口東岔は民間企業が運営団体として管理している
社区文化活動空間であり、2017 年と 2018 年白塔寺 DW により利用され、今後も利用される可
能性がある。 
 
44 番「福綏靖」は大学が運営団体として 2017 年と 2018 年白塔寺 DW に参加した。福綏靖は
白塔寺地区の大学の実験拠点であり、四合院の更新モデルケースとして市民に宿泊体験を提
供しており、今後も白塔寺 DW に参加する可能性が高い。 
 
4 年間の白塔寺 DW の途中における株式会社 H からほかの団体に変わった場所は 6 番「青塔
胡同」、10 番「宮門口四条」、11 番「宮門口東岔」、13 番「宮門口西岔」、16 番「東夾道」、
の５箇所である。青塔胡同は運営団体が社会組織に変わり、宮門口四条は民間企業に変わり、
宮門口東岔は芸術団体に変わり、この３箇所は 2015 年白塔寺 DW から 2018 年白塔寺 DW まで
の４回利用され、途中で運営団体が変わった後も利用された。宮門口西岔は 2015 年に株式会
社 Hが使用権を持ち白塔寺 DW において利用した。2018 年には民間企業が運営団体としても白
塔寺 DW によいて利用した。東夾道は 2015 年と 2016 年白塔寺 DW において利用された。2015
年は株式会社 Hが使用権を持ち白塔寺 DW において利用し、2016 年は民間企業が運営団体とし
て白塔寺 DW 利用した。その後、東夾道の運営団体は白塔寺 DW に参加してなくなった。 
 
１回だけ白塔寺 DW により利用された場所は 38 箇所あるが、2018 年白塔寺 DW で初めて利用
された場所は 19 箇所ある。2018 年白塔寺 DW だけで利用された場所は今後も利用する可能性
があると思うため、2018 年の 19 箇所を除き、１回だけ利用された場所は 19 箇所である。そ
の 19 箇所の内訳は、７箇所は運営団体が民間企業であり；６箇所は管理団体が株式会社 Hで
あり、日常は使われてない；２箇所は運営団体が株式会社 H で、株式会社 H の事務所用と白
塔寺地区実施事業の展示用であり；２箇所は株式会社 H が場所を民間企業にレンタルしたた








4. 白塔寺 DW のイベント開催場所は多様化している。	





	 	 	  
	 	 	 	 写真	 ７番「宮門口頭条」																					写真	 56 番「宮門口四条」	




	 	 	 	 	 写真	 61 番「東夾道」																					 	 	写真	 54 番「宮門口三条」 
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	 2016 年と 2017 年に株式会社 H は主催団体として、雑誌出版社 WA は実施団体として、白塔寺地
区における四合院と胡同空間の設計を専門家や一般市民から広く求める公募コンペを実施した。
2016 年白塔寺 DW と 2017 年白塔寺 DW が開催される時に、コンペについての公開審査会が開催され
た。 
 












表４−１３	 2016 白塔寺院落更新国際方案徴集「北京小院児的重生」コンペ概要 
主催団体 株式会社 H 
実施団体 雑誌出版社 WA 
登録開始 2016 年 5 月 29 日 
設計図書受付締め切り 2016 年 7 月 31 日 
最終公開審査会日 2016 年 9 月 30 日 
登録数 845 件 














































４−４−２ 2017 白塔寺国際方案徴集「設計市集」コンペ 





ペはそのような背景で計画され、実施された。2017 年 9 月 1日に入賞した 24 件の作品が公開され
た。入賞した団体が模型を作り、2017 年 9 月 22 日から 10 月 7 日まで 2017 年白塔寺 DW で、白塔




表４−１４	 2017 白塔寺国際方案徴集「設計市集」コンペ概要 
主催団体 株式会社 H、街道弁事処 
実施団体 雑誌出版社 WA 
登録開始 2016 年 6 月 30 日 
設計図書受付締め切り 2016 年 8 月 18 日 
最終公開展示日 2016 年 9 月 23 日〜10 月 8日 
登録数 350 件 












































部審査会と公開審査会を参加する。⑤白塔寺 DW 来場者は一般市民、公開審査会を参加する。 
 
	 2017 コンペに関わる人々を①主催団体、②実施団体、③コンペ参加者、④コンペ審査団体、⑤白
塔寺 DW 来場者、⑥地区住民、の６つ集団を分類する。2017 コンペは 2016 年院落コンペと比べ、①
主催団体は株式会社 Hと街道（行政）が連携していた。また、⑥地区住民はデザインコンペの公開
審査会に参加した。2017 年白塔寺 DW で入賞した 24 個の団体や個人はデザイン模型を白塔寺地区
の公開空地や道路空間において地区住民や白塔寺 DW の来場者に公開した。地区住民は 24 個の団体
や個人の模型を見ながら、設計者が説明し、最後に地区住民は気になった設計案に投票した。 
	  
	 2016 年院落コンペに関わる人々と 2017 年コンペに関わる人々と比べ、街道（行政）、地区住民







	 2016 年の院落コンペの敷地は白塔寺地区における 12 個の四合院である。2016 年院落コンペの実
施経緯（図４−２７）により、デザインコンペが建築・院落の更新を起こった。第 2 章で書いた建
築・院落更新事例の事例 28「青塔胡同」、事例 29「前抄手胡同」、事例 32「宮門口西岔」は 2016
年の院落コンペにおいて優秀な設計案に基づき、株式会社 H は建築・院落の更新を行う。事例 28
「青塔胡同」と事例 29「前抄手胡同」は優勝した設計案に基づき、株式会社 Hは建築・院落を更新
している。事例 32「宮門口西岔」はコンペの敷地ではなかったのに、株式会社 Hは 2016 年のコン
ペに入賞した設計案に基づき、事例 32「宮門口西岔」を更新した。2018 年白塔寺 DW の一つの活動
場所により協力開催団体が活用した。 
	  
	 2017 年コンペの敷地は８個の胡同である。2017 年デザインコンペの実施経緯（図４−２７）によ
り、デザインコンペは胡同空間の更新を起こってない。 
 










































































































	 白塔寺 DW とデザインコンペの調査結果により、白塔寺 DW とデザインコンペが人的関係と空間に
与える影響を考察する。 
 
影響１：白塔寺 DW とデザインコンペにより、地区内外の人々が接触でき、多様な人々と繋がる。 
 














影響２：白塔寺 DW とデザインコンペの展開により、白塔寺地区内の人々の参加程度が深くなる。 
 
	 実施団体に対するヒアリング調査により、白塔寺地区は居住エリアのため、白塔寺 DW のテーマ
とイベント内容は地区住民との関係が深い。白塔寺 DW の展開により、地区住民の参加程度が深く
なることがわかった。白塔寺 DW により利用された建築・院落の状況の分析から多様な運営主体が
















































デザインコンペの 2016 院落コンペと 2017 コンペを対象に、調査を行った。表４−１５に、白塔寺
DW とデザインコンペの情報を示す。 
 
表４−１５	 白塔寺 DW とデザインコンペ情報一覧 
 
人的関係 空間 影響 
地区全体イベント	
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 第５章 社区文化活動空間における地区住民イベント 
 
５−１ 本章の目的と調査概要 
５−２ 社区文化活動空間  
   ５−２−１ 青塔胡同「青塔胡同 41 号書香社区文化活動空間」 
   ５−２−２ 東岔胡同「白塔寺会客庁」 
   ５−２−３ 趙登禹路「活力社区マラソン計劃」 
５−３ 社区文化活動空間における地区住民イベント  
   ５−３−１ 社区文化活動空間の運営主体について 
   ５−３−２ 社区文化活動空間における日常的なイベント 



























調査対象 L 氏 W 氏 
調査対象属性 「青塔胡同 41 号書香社区文化活動空間」運営団体 「白塔寺会客庁」運営団体 




































５−２ 社区文化活動空間  






５−２−１ 青塔胡同「青塔胡同 41 号書香社区文化活動空間」 
	 「青塔胡同 41 号書香社区文化活動空間」（以降青塔 41）の立地は白塔寺地区の青塔胡同である
（図５−１）。青塔 41 は白塔寺地区初の社区文化活動空間であり、青塔 41 の概要を表５−２に示す。
青塔 41 の更新は白塔寺地区における建築設計事務所が設計を担当した。当年度に建設され、2015




で「騰退」事業が実施されていた。青塔 41 の住民は株式会社 H と「騰退」についての契約を結ん
だきっかけで、他の地域に移転した。株式会社 H は青塔 41 の使用権を持ち、白塔寺地区内の老朽
化した建築・院落が更新されるモデルケースを作るために青塔 41 の更新を計画した。建築設計事
務所は増築された建物を取り壊し、現代的な生活条件に合わせる設備を整え、青塔 41 を更新した。 
 
表５−２	 青塔 41 の概要 
所在地	 	北京市西城区青塔胡同	



















	 図５−３に更新後の青塔 41 の施設構成を示す。現地の条件による更新後の青塔 41 の空間は伝統
的な四合院の空間と異なり、二つの中庭が整備され、院落内にトイレも設置された。更新後の青塔
41 は長期的な地区住民に対して開放される空間であり、毎週の月曜日から土曜日までに多様な活
動が開催されている。青塔 41 の運営主体は団体 Nという社会組織（以降団体 N）である。	
 
 




































た。株式会社 Hも民間企業 Mも建築の更新を行わず、民間企業 Mは会客庁の運営主体として建築内















	開所時間	 2017 年 9 月	
 
 









































更新経緯	 	設計：2017 年、施工：2018 年 10 月まで未完成	
敷地面積	 	177m²	













































































	 表５−６に社区文化活動空間のイベント計画表を示す。青塔 41 の開所期間は毎週の月曜日から土






アになった。2018 年 10 月ヒアリング調査までに青塔 41 における団体 N が育成した公益活動ボラ


















◎	 地区住民イベント	 ●	 集会 
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	 青塔 41 は白塔寺 DW の会場として４度白塔寺 DW 時にイベントが開催された。2016 年から 2018
年の３回は団体 N が青塔 41 の運営主体として白塔寺 DW 時に青塔 41 のイベントを計画した。会客
庁は白塔寺 DW の会場として 2017 年と 2018 年の２回、白塔寺 DW 時に活動が開催された。民間企業
M は団体 N が会客庁の運営主体として白塔寺 DW 時に会客庁のイベントを計画した。２箇所の社区
文化活動空間で白塔寺 DW 時に開催されたイベントは空間の展示と空間の住民グループの作品の展
示である。青塔 41 の住民グループの作品の展示はグループメンバーが日常的なイベントで作った
物を現場で置いており、解説者が来場者に説明する。団体 Nと青塔 41 の住民グループは青塔 41 の
公益活動の資金を稼ぐため、白塔寺 DW 時に住民グループの作品を来場者に売る。 
 









	 2018 年白塔寺 DW の時、会客庁の民間企業 Mと住民は会客庁の活動に限らず、地区外の団体と連























	 図５−６に、青塔 41 の地区住民イベントに関わる人的関係を示す。日常的なイベントに関わる人
は、①地区住民、②運営団体（団体 N）、③協力者、の３つ集団があり、一時的なイベントに関わ








































青塔 41 会客庁 
建築・院落更新事例 × ◯ 
胡同の環境改善事例 ◯ ◯ 
 
	 青塔 41 は更新された空間を活動空間として皆が利用しており、地区住民は青塔 41 の中で空間利
用に関わるデザインすることができ、青塔 41 以外の建築・院落更新事例を起こったことがない。
2018 年 7 月から青塔 41 は「胡同ガーデン」プロジェクトを始めた。「胡同ガーデン」は、地区胡
同の中で、狭い場所を利用し、花などを飾り、良い景観を作る。2018 年 10 月までは一つの事例が































	 青塔 41 の日常的なイベントに関わる人は、①地区住民、②運営団体―団体 N、③協力者、の３つ













































青塔胡同「青塔胡同 41 号書香社区文化活動空間」 
 
写真１	 複合スベース（2018 年 9 月 6日撮影） 
 






写真１	 工房（2018 年 8 月 14 日撮影）	 	 	 	 写真２	 複合スベース（2018 年 8 月 8日撮影） 
 
写真３	 台所（2018 年 8 月 8日撮影）	 	 	 	 	 	 	 写真４	 会客庁（2018 年 9 月 29 日撮影） 
 





















 第３章では、34 件建築・院落更新事例を調査した。34 件建築・院落更新事例の情報を、図６−１
に示す。2017 年に建築・院落更新事例が最も多く、14 件あった。2013 年に 2件あり、2015 年に 2





































































イベントの影響を受けて更新が実施される事例は３件であった。２件（事例 28、事例 29）は 2016




施された事例は２件あり、事例 13 と事例 30 であった。事例 13 は白塔寺 DW が開催された後、次回














































































































2019 年 2 月 12 日	
劉夢晗	
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